
令和７年度 第１回 静岡市上下水道事業経営協議会 次第 

 

日時：令和７年５月 30 日（金） 

    午前 10 時から午後４時まで 

場所：上下水道局庁舎 ７階 71 会議室ほか 

 

１ 開会・オリエンテーション 

（１）静岡市公営企業管理者挨拶 

（２）委員紹介・委嘱状交付 

（３）会長選出・挨拶 

（4）副会長指名 

（5）上下水道局職員紹介 

 

２ 報告事項 

（１）協議会の目的・スケジュール等 

（2）令和７年度 当初予算の概要・主な実施事業 

（3）水道料金・下水道使用料の概要等 

 

昼食 

 

３ 施設見学（バスで移動） ※希望者のみ 

（１）門屋浄水場 

（２）城北浄化センター 

 

４ 閉会 
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令和７年５月30日（金）

静岡市上下水道局庁舎　

会長 ７階　71会議室

大石　真裕　委員 ○ ○ 橋本　正子　委員

狩野　美佐子　委員 ○ ○ 濱田　晴子　委員

小泉　祐一郎　委員 ○ ○ 原田　正男　委員

鈴木　学　委員 ○ ○ 堀田　雅裕　委員

竹内　佑騎　委員 ○ ○ 横山　則子　委員

中井　久子　委員 ○

（上下水道局職員）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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令和７年度 静岡市上下水道事業経営協議会 委員名簿 

（50 音順） 

No. 氏  名 所 属 団 体 等 

1 大石
おおいし

 真
まさ

裕
ひろ

 静岡経済研究所 主席研究員 
 

（新） 

2 狩野
か の

 美佐子
み さ こ

 市民委員 
 

（新） 

3 小泉
こいずみ

 祐
ゆう

一郎
いちろう

 静岡産業大学 経営学部 教授 
 

（新） 

4 鈴木
す ず き

 学
まなぶ

 龍谷大学 経営学部 教授 
 

5 竹内
たけうち

 佑騎
ゆ う き

 株式会社 竹屋旅館 代表取締役 
 

6 中井
な か い

 久子
ひ さ こ

 市民委員 
 

（新） 

7 橋本
はしもと

 正子
ま さ こ

 しずおか市消費者協会 理事 
 

8 濱田
は ま だ

 晴子
は る こ

 市民委員 
 

9 原田
は ら だ

 正男
ま さ お

 静岡市自治会連合会 副会長 
 

10 堀田
ほ っ た

 雅
まさ

裕
ひろ

 日本下水道事業団 静岡事務所長 
 

（新） 

11 横山
よこやま

 則子
の り こ

 日本水道協会 研修国際部 国際課長 
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令和７年度 静岡市上下水道事業経営協議会 上下水道局職員（事務局職員）名簿 

所 属 ・ 職 名 氏   名 写真 

公営企業管理者 遠藤
えんどう

 正方
まさみち

  

 

上下水道局 局長 大
おお

石
いし

 一
かず

誠
よし

 

 

局次長兼経営管理部長 花村
はなむら

 文夫
ふ み お

 

 

水道部長 石野
い し の

 敏
さとし

 

 

下水道部長 藤
ふじ

田
た

 佳
よし

文
ぶみ

 

 

経営管理部 上下水道総務課長 川口
かわぐち

 哲生
て つ お

 

 

経営管理部 上下水道経営企画課長 小林
こばやし

 博
ひろ

明
あき

 

 

経営管理部 上下水道経理課長 水島
みずしま

 隆
たか

弘
ひろ
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所 属 ・ 職 名 氏   名 写真 

経営管理部 お客様サービス課長 秋山
あきやま

 恵
とも

範
のり

 

 

水道部 水道計画課長 石原
いしはら

 誉士
た か し

 

 

水道部 水道建設・維持課長 瀧
たき

戸
ど

 一
かず

憲
のり

 

 

水道部 水道施設課長 角谷
す み や

 卓
たか

昭
あき

 

 

水道部 中山間地水道課長 山本
やまもと

 恭士
きょうじ

 

 

水道部 水質管理課長 浅
あさ

井
い

 高
たかし

 

 

水道部 水道事務所長 山
やま

下
した

 世
せい

紀
き

 

 

水道部 水道維持担当課長 鎌田
か ま だ

 攻
おさむ

 

 

水道部 清水水道施設担当課長 新 庄
しんじょう

 基之
もとゆき
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所 属 ・ 職 名 氏   名 写真 

下水道部 下水道計画課長 石上
いしがみ

 裕
ひろし

 

 

下水道部 下水道建設課長 松田
ま つ だ

 健一
けんいち

 

 

下水道部 下水道維持課長 稲葉
い な ば

 秀
ひで

幸
ゆき

 

 

下水道部 下水道施設課長 山本
やまもと

 武則
たけのり

 

 

下水道部 下水道事務所長 杉山
すぎやま

 克
かつ

 

 

下水道部 葵・駿河浄化センター担当課長 河野
こ う の

 俊彦
としひこ

 

 

下水道部 清水浄化センター担当課長 山
やま

上
かみ

 卓
たく

也
や
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【事 務 局】 

所 属 ・ 職 名 氏   名 写真 

経営管理部 上下水道経営企画課長 小林
こばやし

 博
ひろ

明
あき

 

 

 上下水道経営企画課  

課長補佐兼経営戦略係長 
早野
は や の

 康
やす

博
ひろ

 

 

 上下水道経営企画課  

経営戦略係 副主幹 
鎮西
ちんぜい

 悟
さと

志
し

 

 

 上下水道経営企画課  

経営戦略係 主任主事 
宮
みや

城
ぎ

島
しま

 健
たけ

生
き
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令和７年度 静岡市上下水道事業経営協議会 開催スケジュール 

R7.5.30 

 

開 

催 

日 時 会 場 議  題  等 （予  定） 

第 

  

回 

５月 30 日（金） 

10:00～16:00 

上下水道局 

庁舎 7 階 

71 会議室 外 

・委嘱状交付 

・会長及び副会長選出 

・しずおか水ビジョン等概要説明 

【予算及び決算】 

・R７予算、事業説明 

【料金・使用料】 

・水道料金・下水道使用料の概要等 

【施設見学】 

・施設見学 

第 

  

回 

７月 25 日（金） 

13：30～16：00 

上下水道局 

庁舎 7 階 

71 会議室 

【進捗管理】 

・R６事務事業の自己評価説明・意見聴取について 

【計画の策定及び改定】 

・第５次中期経営計画の改定について（概要） 

第 

  

回 

８月 29 日（金） 

13：30～16：00 

上下水道局 

庁舎 7 階 

71 会議室 

【予算及び決算】 

・R６決算報告 

【計画の策定及び改定】 

・第５次中期経営計画の改定について（個票提示） 

・経営戦略説明・見直し概要 

【その他】（静岡市清水地区水源検討進捗報告） 

第 

  

回 

10 月 31 日（金） 

13：30～16：00 

上下水道局 

庁舎 7 階 

71 会議室 

【進捗管理】 

・R６事務事業意見まとめ 

【予算及び決算】 

・Ｒ８上下水道局当初予算について 

【計画の策定及び改定】 

・第５次中期経営計画の改定について（意見反映・決定） 

・経営戦略 概要版・冊子案提示・意見聴取 

第 

  

回 

12 月 19 日（金） 

13：30～16：00 

上下水道局 

庁舎 7 階 

71 会議室 

【計画の策定及び改定】 

・経営戦略質問回答・意見反映 

【その他】 

・意見報告書の提出 

資料３



提案・
報告

意見

上下水道局

経営協議会
委員

市民生活に密接な上下水道事業の課題を委員の皆様と協力し解決していく。

計画策定
・見直し

料金・使用料
の見直し

事業の評価

≪上下水道事業経営協議会の目的≫

1
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基本理念
・政策

施策

事務
事業

「しずおか水ビジョン基本構想」
目指すべき将来像（基本理念）を実現

するための５の政策

「中期経営計画（実施計画）」
(R5年度～R8年度) (R9年度～R12年度) (R13年度～R16年度)

しずおか水ビジョンの実現に向けて掲げた経営戦略に基づき、
４年間で取り組む具体的な24の事務事業を整理したもの

「経営戦略（基本計画）」
(R5年度～R16年度)

12年間の進むべき方向性
政策目的の実現をさらに確かにするための

10の施策の進むべき方向性

2

≪上下水道局の基本理念や政策等体系図≫

目指すべき将来像（基本理念）達成のため、取り組むべき事業を段階的に整理し、具体的に実行していく。



（単位：百万円） （単位：百万円）

投資財政
計画①

予算額
②

②－①
投資財政
計画①

予算額
②

②－①

水道料金 11,389 9,835 ▲ 1,554
企業債
（借入金）

3,868 3,814 ▲ 54

長期前受金戻入
(特別利益含む)

419 395 ▲ 24
他会計繰入金
（一般会計）

237 206 ▲ 31

その他収入 500 633 133 国庫補助金 0 130 130

他会計繰入金
（一般会計）

106 121 15 その他 667 250 ▲ 417

収入計 12,414 10,984 ▲ 1,430 収入計 4,772 4,400 ▲ 372

人件費 1,103 1,143 40 建設改良費 8,278 8,184 ▲ 94

物件費 3,963 4,197 234 企業債償還金 2,336 2,336 0

減価償却費 4,390 4,353 ▲ 37 その他 100 200 100

企業債利息等 553 513 ▲ 40 支出計 10,714 10,720 6

その他 57 237 180 ▲ 5,942 ▲ 6,320 ▲ 378

支出計 10,066 10,443 377

2,348 541 ▲ 1,807

収
益
的
収
支
（

税
抜
き
）

項目 項目

収
入

収
入

支
出

支
出

純利益

差引

資
本
的
収
支
（

税
込
み
）

収支不足の６３億円は

企業内部の補てん財源を

充当します。

その他

３億円

企業債

３８億円

他会計繰入金

２億円

建設改良費

８２億円

企業債償還金

２３億円

その他

２億円

資本的収入

４４億円

（３９億円）

資本的支出

１０７億円

（９５億円）

収益的収入

１１０億円

(１１１億円）

水道料金

９９億円

長期前受金戻入

４億円

他会計繰入金

１億円

人件費

１１億円

減価償却費

４４億円

純利益

６億円

物件費

（動力費、委託料、修繕費等）

４２億円

収益的支出

１０４億円

（１００億円）

企業債利息等

５億円

その他

６億円

上下水道局 令和７年度当初予算の概要・主な実施事業
１ 水道事業
（１）当初予算

※各金額を百万円未満四捨五入で表記しているため、
合計額や差引額が一致しない場合があります。

収益的収支

（維持管理の収支）

資本的収支

（建設投資の収支）

更新・

耐震化

など

（２）投資財政計画と予算との比較

（ ）内は前年度

国庫補助金

１億円

その他

２億円

【用語の解説】
・減価償却費：固定資産の取得原価を耐用年数にわたって徐々に費用化するもの
・長期前受金戻入：固定資産の取得時に財源とした補助金等（長期前受金）を、減価償却に対応して収益化するもの
・補てん財源：資本的収支の収入不足額の補てんに用いられる、利益剰余金等の財源のこと

1
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令和12年度（2030年度）の目指す姿

１ 水道管・施設の強靭化、計画的な事業の推進

重要な管・施設の地震対策 5,502,300千円（前年度 918,613千円）継続

令和7年度の主な取組

（３）水道事業 当初予算のポイント

水道管・施設の老朽化対策 2,465,488千円（前年度 5,900,715千円）継続

２ 水道管・施設の規模や配置の最適化

取水施設から災害拠点病院や避難所などの重要施設につながる水道管、重
要施設に水を供給する施設の耐震化を実施

管はAIを活用した水道管路劣化予測（R6に試行）などの新技術を
検証・導入し、施設は点検による健全度評価により状態監視保全
を行うことで効率的に更新を図る

継続
水道施設の統廃合を推進することで、効率的な運転や維持管理費を軽減

水道施設の効率化 33,045千円（前年度 139,609千円）

R50までに増強８施設、縮小５施設、廃止15施設を目標
R7の取組︓高松第2取水場（高松浄化センター内）試験井築造業務委託

（成果指標）

基幹管路の耐震管率

（成果指標）

管路の更新率

安全・安心な水を、持続的に且つ安価に供給する

R1～4（実績） R５～８（目標）

（成果指標）
　施設の統廃合

３施設廃止 １施設廃止

R1～4（実績） R５～８（目標）

（縮減効果）
　維持管理費

約2,020万円／年 約2,320万円／年

・葵区常磐町一丁目配水管布設替工事 82,000千円
・門屋浄水場監視制御設備更新工事 542,168千円

災害時の対応強化 98,535千円（前年度 41,000千円）

◎（配水池を活用した給水拠点の整備）
配水池等の既存の設備を活用し、大規模災害時に安全・安心な
水を持続的に供給
・田町配水池 ほか４箇所 25,000千円

（清水地区の新たな水源の確保）
令和４年台風15号で被災した承元寺取水口以外の水源から水を
確保するため、和田島浄水場からの水融通や、新設井戸の調査
を実施
・水源検討に伴う清水谷津浄水場内井戸新設詳細設計業務委託
68,000千円

施設の統廃合(イメージ)

拡充
耐震化された水道管への布設替

給水拠点の整備イメージ

老朽化した水道管の布設替

・葵区駿府町導水管及び配水管布設替工事 351,000千円
・城内取水場場内配管布設替工事 7,000千円

R5（実績） R6（見込） R7（目標）

41.8% 42.0% 42.3%

R5（実績） R6（見込） R7（目標）

1.1% 0.8% 1.0%

※【拡充】は単なる予算額の増減ではなく、事業の中で新た
な取組（新規事業開始、対象範囲拡大等）を始めるもの

2



令和７年度当初予算の重点項目

１ 水道管・施設の地震対策 約55.0億円（R6： 9.2億円）
管：35.2億円 施設：19.8億円

（課題）
取水施設から配水施設間の部分的な耐震化に留まっており、 管・施設の耐震機能

がルート（線的）として確保されていないため、災害時に広範囲で断水が生じる。

（方向性）
取水施設から災害拠点病院や避難所などの重要施設、処理場まで上下水道一体で

重要施設を経由する給排水ルート全体の「線的整備」を推進することで、重要施設に
おける給排水機能を確保する。

（主な取組）
（１）重要な管の整備

①城内系統
②八幡系統
③八木間－富士見が丘系統 ほか

（２）重要な施設の整備
①城内第３取水場、城内取水場
②八幡配水場、中原取水場
③富士見が丘配水池 ほか

２ 災害時の対応強化 約1.0億円（R6： 0.4億円）
施設：0.7億円 収益的支出：0.3億円

（課題）
（１）給水拠点において、給水量が不足している地域がある。
（２）清水地区の取水施設が１か所に集中しており、被災による影響が広範囲に

及ぶ。

（方向性）
（１）配水池等の既存設備を活用し、給水車に頼らずとも、各地区の水量を確保

する。
（２）承元寺取水口が被災した場合の不足水量42,000m3/日を確保する。

（主な取組）
（１）配水池を活用した給水拠点の整備

田町配水池 ほか４箇所
（２）清水地区の新たな水源の確保

井戸の新設 水源検討に伴う清水谷津浄水場内井戸新設詳細設計
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３ 水道管・施設の老朽化対策 約24.7億円（R6： 59.0億円）
管：7.8億円 施設：16.1億円
収益的支出：0.8億円

（課題）
管路・施設の想定使用年数を設定した、時間計画保全で老朽化対策を行ってきた。

（方向性）
管はAIを活用した水道管路劣化予測（R6に試行）などの新技術を検証・導入し、施設

（機械設備）は点検による健全度評価を導入し、状態監視保全を行う。

（主な取組）
（１）水道管路の更新

R6に実施したAIを活用した水道管路劣化予測に基づき、管路を更新する。
漏水回数等を考慮し更新する管路を選定していく。

（２）機械・電気設備の更新
①門屋浄水場監視制御設備更新
②城内配水場自家発電設備更新 ほか

（参考）
AI技術による漏水リスク評価結果を活用した漏水調査の実施
Ｒ６に実施したＡＩを活用した漏水リスク評価結果をもとに調査対象を絞り込むことで、

路面音聴での漏水調査延長を縮減し、コスト縮減を図る。

４ 水道管・施設の効率化 約0.3億円（R6： 1.4億円）
施設：0.3億

（課題）
今後の人口減少に伴い、施設規模の最適化を進めていく必要がある。

（方向性）
これまでも水運用計画に基づき、水道施設の統廃合などについては実施してきたが、

今後は、新たな人口推計に基づく給水人口及び水需要予測の見直しに合わせて、水
源の多重化等を含めた水運用計画を見直し、それに基づく施設の統廃合を実施する。

（主な取組）
（１）水運用計画に基づいた施設配置の見直し

①御門台配水池の統廃合
高松第2取水場（高松浄化センター内）試験井築造
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（単位：百万円） （単位：百万円）

投資財政
計画①

予算額
②

②－①
投資財政
計画①

予算額
②

②－①

下水道使用料 9,496 9,380 ▲ 116 企業債 8,393 8,259 ▲ 134

長期前受金戻入 4,579 4,718 139 一般会計繰入金 434 434 0

その他収入 136 126 ▲ 10 国庫補助金 2,949 2,122 ▲ 827

一般会計繰入金 7,086 7,426 340 その他 55 257 202

収入計 21,298 21,650 352 収入計 11,831 11,072 ▲ 759

人件費 1,012 1,073 61 建設改良費 11,988 10,733 ▲ 1,255

物件費 6,667 6,420 ▲ 247 企業債償還金 8,896 8,896 0

減価償却費等 11,296 11,931 635 その他 0 0 0

企業債利息等 1,159 1,538 379 支出計 20,884 19,629 ▲ 1,255

その他 7 36 29 ▲ 9,053 ▲ 8,557 496

支出計 20,141 20,998 857

1,157 652 ▲ 505純利益

収
益
的
収
支
（

税
抜
き
）

項目 項目

収
入

収
入

支
出

支
出

差引

資
本
的
収
支
（

税
込
み
）

収支不足の８６億円は

企業内部の補てん財源を

充当します。

その他

３億円

企業債

８３億円

一般会計繰入金

４億円
建設改良費

１０７億円

企業債償還金

８９億円

資本的収入

１１１億円

（１２１億円）

資本的支出

１９６億円

（２１３億円）

収益的収入

２１７億円

(２１４億円）

下水道使用料

９４億円

長期前受金戻入

４７億円

他会計繰入金

７４億円

人件費

１１億円

減価償却費

１１９億円

純利益

７億円

物件費

（動力費、委託料、修繕費等）

６４億円

収益的支出

２１０億円

（２１４億円）

企業債利息等

１５億円

その他収入

１億円

２ 下水道事業
（１）当初予算

【用語の解説】
・減価償却費：固定資産の取得原価を耐用年数にわたって徐々に費用化するもの
・長期前受金戻入：固定資産の取得時に財源とした補助金等（長期前受金）を、減価償却に対応して収益化するもの
・補てん財源：資本的収支の収入不足額の補てんに用いられる、利益剰余金等の財源のこと

収益的収支

（維持管理の収支）

資本的収支

（建設投資の収支）

（２）投資財政計画と予算との比較

（ ）内は前年度

国庫補助金

２１億円

その他

０.４億円

※各金額を百万円未満四捨五入で表記しているため、合計額や差引額が
一致しない場合があります。
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令和７年度の主な取組

（３）下水道事業 当初予算のポイント

・静清処理区編入切替管渠築造工事（R６〜R8）619,000千円

1 下水道管・施設の強靭化、計画的な事業の推進

下水道管・施設の老朽化対策 4,308,130千円（前年度5,218,109千円）

計画的な調査・点検に基づく改築及びAI技術を活用した下水道管劣化予測の導入により、経年劣化が原
因で起こる道路陥没や施設の処理機能の低下を未然に防止

拡充

（ハード対策）浸水対策推進プランに基づき、浸水対策地区の雨水幹線、雨水ポンプ場など
基幹施設整備を着実に実施

浸水対策 2,495,607千円（前年度2,917,150千円）※収益的支出を含む

（ソフト対策）迅速な災害対応や、自助・共助に繋がる情報収集の拡充

（成果指標）
特に重要な下水道管の
工事に係る耐震管率

２ 自然災害による被害の最小化

３ 下水道管・施設の規模や配置等の最適化

継続
人口推計に基づき、計画汚水量を算出し、処理場・ポンプ場の統廃合やダウンサイジングを検討

下水道管・施設の効率化 706,902千円（前年度237,297千円）

渋川雨水ポンプ場
完成イメージ図

（成果指標）
浸水対策率

（対策完了地区数）

継続

（成果指標）
管きょ100km当たりの

陥没箇所数

・高松処理区 下水道管路施設改築工事 614,900千円

・城北浄化センター汚泥濃縮設備改築工事 487,000千円

改築後の汚水ポンプ（イメージ）

・巴川右岸第２排水区 渋川雨水ポンプ場設備工事（R4〜R9） 580,000千円
・追分二丁目地区 大沢雨水１号幹線築造工事（R3〜R9） 470,000千円

・内外水ハザードマップ作成業務負担金 12,450千円※ ※収益的支出

・浸水情報提供システム運用保守業務 5,000千円※

安定的な汚水処理による良好な水環境の保護/ハード・ソフト両面から浸水被害を軽減する
令和12年度（2030年度）の目指す姿

緊急輸送道路下や防災拠点と浄化センターを接続する等の重要な管の耐震化などを実施

重要な下水道管・施設の地震対策 1,129,969千円（前年度1,545,815千円）

・城北、静清処理区ほか 下水道管路施設耐震化工事 525,600千円
・城北、静清浄化センター沈砂池ポンプ棟耐震診断業務 68,384千円

継続

◎・AI活用による公共下水道管路劣化予測調査 19,855千円

耐震化施工後の下水道管

・ウォーターPPP導入可能性調査 16,000千円 ・し尿処理共同化基本計画策定業務 37,000千円

R5（実績） R6（見込） R7（目標）

70.7% 71.6% 72.2%

R5（実績） R6（見込） R7（目標）
65.3% 65.3% 69.2%

（17地区） （17地区） （18地区）

R5（実績） R6（見込） R7（目標）
0.44箇所 0.36箇所 0.4箇所以下
/100km /100km /100km

※【拡充】は単なる予算額の増減ではなく、事業の中で新た
な取組（新規事業開始、対象範囲拡大等）を始めるもの
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令和７年度当初予算の重点項目

１ 下水道管・施設の地震対策 約11.3億円（R6： 15.5億円）
管：6.8億円 施設：4.5億円

（課題）
緊急輸送道路下の管を「特に重要な下水道管」と位置付け耐震化を進めてきたため、

管・施設の耐震機能がルート （線的）として確保されていない。

（方向性）
「特に重要な下水道管」の耐震化に引き続き取り組むとともに、上下水道一体で重要

施設を経由する給排水ルート全体の「線的整備」を推進することで、重要施設における
給排水機能を確保する。

また、施設については、優先して耐震化すべき揚水施設、消毒施設、沈殿施設のう
ち、特に揚水機能を確保することを優先する。

（主な取組）
（１）重要な管の整備 城北処理区 静清処理区 ほか
（２）重要な施設の整備 城北浄化センター沈砂池ポンプ棟

静清浄化センター沈砂池ポンプ棟 ほか

２ 下水道管・施設の老朽化対策 約43.1億円（R6： 52.2億円）
管：24.5億円 施設：18.6億円

（課題）
耐用年数を経過した管や施設の増加が見込まれる。

（方向性）
再構築基本計画に基づき、管・施設の改築を計画的に実施する。
また、AI技術を活用した下水道管劣化予測を導入し、カメラ調査費用の経費削減を

図る。

（主な取組）
（１）管の老朽化対策 高松処理区 静清処理区 ほか
（２）施設の老朽化対策 城北浄化センター汚泥濃縮機械設備改築

中島浄化センター汚水ポンプ電気設備改築 ほか
（３）AI技術を活用した下水道管劣化予測の導入

AIに土地の特性や、管の種類、経過年数、過去の陥没記録やカメラ調査結果
などの情報を学習させ、管の劣化状況を推測する。
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３ 浸水対策 約25億円（R6： 29.1億円）
管：11.1億円 施設：13.7億円 収益的支出：0.2億円

（課題）
激甚化・頻発化する豪雨にも対応していく必要がある。

（方向性）
浸水対策推進プランに基づき、市内41地区のうち、下水道部局では26地区（河川部

局15地区）を所管している。
このうち、17地区は完了済みであり、現在２地区を着工している。
今後は、気候変動を踏まえた浸水対策の検討を進める。

（主な取組）
大沢排水区（追分二丁目）雨水幹線・雨水渠築造工事
巴川右岸第２排水区（川岸町・渋川）渋川雨水ポンプ場築造工事 ほか

４ 下水道管・施設の効率化 約7.1億円（R6： 2.4億円）
管：6.5億円 施設：0.6億円

（課題）
今後の人口減少に伴い、施設規模の最適化を進めていく必要がある。

（方向性）
新たな人口推計に基づき、計画汚水量を見直すとともに、処理場・ポンプ場の統廃

合やダウンサイジングについても、検討・推進する。

（主な取組）
（１）宮加三ポンプ場の廃止（令和８年度末を予定）

静清処理区編入切替工事
（２）ウォーターPPP導入可能性調査の実施

下水道事業民間活用検討調査
（マーケットサウンディング、導入効果の検証等）
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上下水道事業の概要

静岡市上下水道局

資料６－１
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1

（ １） 水道の仕組み

水道水ができるまで、下記の工程をへて皆様のもとに届けられます。

取水
しゅすい

→ 浄水
じょうすい

→ 滅菌
めっきん

→ 配水
はいすい

→ 給水
きゅうすい

１ 取水 河川や地下水などから水を取る工程を「取水」と言います。静岡市の水道水源は次の

とおりです。

・葵区・駿河区（旧静岡市）は、安倍川の伏流水 ※（ １）と地下水 ※（ ２）

・清水区清水地区（旧清水市）は、興津川の表流水 ※（ ３）と地下水

・清水区蒲原地区（旧蒲原町）の水道は、富士川の地下水と向田川及び堰沢川の表流水

・清水区由比地区（旧由比町）の水道は、由比川及び桜ノ沢川の表流水

※ １ 「伏流水」取水

伏流水とは、河川の河床の下の砂れき層などを流れる水。静岡市では、葵区北部の牛妻水源地

で安倍川の伏流水を取水しています。

※ ２ 「地下水」取水

葵区・駿河区には、現在４０か所の地下水を取水する施設があり、その多くは地下５０ｍ以上の

深井戸から取水し、安定した水質と水量を誇っています。

また、清水区清水地区には２か所、蒲原地区には３か所の取水施設があります。

※ ３ 「表流水」取水

清水区には、現在７か所の表流水を取水する施設があります。流れている川の表面の水を取水

するため、川の水量の変化が取水量に影響を及ぼすこともあります。

1
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2

２ 浄水 取水した水（原水）の不純物を取り除く工程を「浄水」といいます。静岡市の「浄水」方法には、緩

速ろ過（かんそくろか※ 1）、急速ろ過(きゅうそくろか※２)、膜ろ過（まくろか※３）の３つの方法があり、葵区で

は、門屋浄水場において緩速ろ過と急速ろ過で行っています。（地下水を取水している駿河区には浄水場が

ありません。）

清水区の清水地区では、中町浄水場で緩速ろ過、谷津浄水場で急速ろ過、和田島浄水場で膜ろ過、蒲

原地区では蒲原第１、第２浄水場で緩速ろ過、由比地区では由比第１、第2浄水場で急速ろ過による「浄

水」を行っています。

３ 滅菌 浄水されてきれいになった水及び地下水に薬品（次亜塩素酸ナトリウム）を入れ、細菌を除去し

ます。この工程を「滅菌」工程と呼びます。これによりようやく水道水と呼ぶことができます。

４ 配水 「滅菌」工程できれいになった水は、埋設された水道管（「配水管」）により市内各地へ送られま

す。この工程を「配水」と呼びます。

５ 給水 配水管から細い管（「給水管」）に枝分れし、各家庭に水が運ばれます。この工程を「給水」とい

います。

１ 緩速ろ過方法 ２ 急速ろ過方法

３ 膜ろ過方法

ろ過池に原水を注入し、大きさの違う砂

と小砂利の層をゆっくりと浸透させること

により、原水中の不純物や濁りを取り除

きます。

セラミック製の膜に原水を通し、原

水中の不純物や濁りを取り除きま

す。

薬品混和池で原水に薬品を混ぜ、急速ろ過池で原水中の不純物や濁りを取

り除きます。

2

あります。

主なものとして、

・葵区では門屋浄水場において 　　　　　 と　　　　 　 で行っております。

・駿河区では、浄水処理の必要のない地下水を取水しているため、浄水場がありません。

・清水区の清水地区では、谷津浄水場で 　　　　　 、和田島浄水場で　 　　　、蒲原地区では蒲原第１、

　第２浄水場で　　　　　　、由比地区では由比第１、第２浄水場で　　　　　　による「浄水」を行っています。

緩速ろ過 急速ろ過

膜ろ過急速ろ過

緩速ろ過 急速ろ過




